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本
会
の
平
成
２６
年
度
通
常
総

会
が
６
月
１４
日
、

埼
玉
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
本
庄
で
来
賓
、役

員
、

ゲ
ス
ト
な
ど
６７
名
が
出
席
し
開

催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、

前
年
度
事
業
報

告
、

決
算
報
告
に
続
い
て
新
会

長
に
狩
野
輝
昭
氏
（高
１８
回
卒
）

を
選
出
し
た

（新
役
員
は
下
段

に
掲
載
）。

２６

年

度

事

業

計

画

☆
毎
月

一
回
定
例
本
部
役
員
会

４
月
　
母
校
入
学
式
出
席

５
月
　
会
計
監
査

６
月
　
通
常
総
会

母
校
柏
樹
祭
見
学

７
月
　
母
校

へ
助
成
金
、

育
英

資
金
贈
呈

９
月
　
母
校
体
育
祭
見
学

支
部
長
会
議
を
開
催

１０
月
　
会
報

「柏
陵
」
第
４５
号

発
行

Ｈ
月
　
母
校
学
校
公
開
授
業
参
観

１
月
　
支
部
長
会

・
役
員
会
新

年
会

３
月
　
新
会
員

へ
記
念
品
贈
呈

会
費
納
入
書
配
布

同
窓
会
入
会
式

新
理
事
委
嘱
式

母
校
卒
業
式
出
席

Ｉ
Ｔ
活
用
で
交
友
の
場
を

会
長

狩
野
　
輝
昭

金品
１８
里
む

し
ま
す
。

名
誉
と
伝
統
あ
る
、

わ
が
母

校
の
同
窓
会
長
に
ご
指
名
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る

光
栄
で
あ
り
、

会
長
に
就
任
し

た
か
ら
に
は
、

微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
母
校
発
展
の
た
め
、

全

力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
庄
高
校
は
文
武
両
道
の
伝

統
校
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
近

年
、

進
学
を
は
じ
め
と
し
て
学

校
全
体
に
衰
退
の
感
が
い
た
し

ま
す
。

母
校
の
復
興
を
目
指
す

た
め
、

同
窓
会
と
学
校
が

一
体

に
な
り
、

復
興
に
全
力
を
傾
注

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会

会
員
の
方
々
の
お
力
添
え
は
も

と
よ
り
、

ぜ
ひ
熱
い
母
校
愛
を

注
い
で
い
た
だ
き
、

母
校
発
展

の
た
め
の
ご
尽
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
Ｉ
Ｔ

（
フ
ェ
イ
ス

ブ

ッ
ク
と
フ
イ
ン
・
メ
ー
ル
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
活
用
し
、

情
報
の
共
有
を
図
り
、

後
輩

や
同
僚
と
も
交
友
が
で
き
る

情
報
環
境
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

生
徒
に
は
常
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神

・
創
業
者
精
神
を
持

ち
、

上
を
目
指
し
、

世
の
た

め
人
の
た
め
に
役
に
立
て
る

努
力
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

第
１０
代
本
庄
高
校
同
窓
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

高
１８
回
卒
の
狩
野
輝
昭
と
申

（
本

部

役

員

〕

△
蚕
　
長
　
狩
野

副
会
長
　
一昌
田

副
会
長
　
山
口

評
議
員
　
飯
塚
　
隆
司
　
一向
５

評
議
員
　
松
本
　
泰
昌
　
一高
８

（支
部
役
員
）

（支
部
長
）

宮
本
町
　
荒
井
　
稀
索
　
一局
３

泉
　
町
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
２

照
若
町
　
一向
橋
　
利
夫
　
一向
４

七
軒
町
　
町
田
　
一
徳
　
一局
５

仲
　
町
　
飯
塚
　
能
成
　
一向
２５

本
　
町
　
清
水
　
正

一　

一向
６

南
本
町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

末
広
町
　
野
枝
　
直
治
　
一角
５

朝
日
町
　
佐
藤
　
達
雄
　
一局
２６

一騰
　
国
　
内
田
　
睦
夫
　
一局
１２

仁
　
手
　
志
塚
　
弘
良
　
一高
１４

旭
　
　
亀
日
　
本
二
　
一向
４

今
　
井
　
荒
井
　
正
純
　
一向
１５

児
　
玉
　
士
口
田
　
英

一　

一向
２２

美
　
里
　
主胃
木
　
信
夫
　
一嵐
９

神
　
川
　
伊
藤
　
政
雄
　
一向
２０

神
　
泉
　
秋
山
　
欣
彦
　
一向
２８

上
里
七
本
木

久
保
　
安
雄
　
一高
１４

岡
　
部
　
新
　
　
克
之
　
一向
１８

深
　
谷
　
小
暮
　
隆
史
　
一局
１７

能
小　
谷
　
栗
原
　
健
昇
　
一局
１３

県
庁
県
南

福
島
　
　
勤
　
一局
２５

伊
勢
崎
　
神
倉
　
〓善
良
　
一向
１７

新
　
町
　
一向
嶋
　
重
皓
　
一向
６

東
　
一八
　
黒
澤
　
信
男
　
一向
１

本
庄
市
役
所

駒
沢
　
一二
郎
　
一向
２７

児
玉
郡
市
教
職
員

福
島
　
彰
　
　
一向
３。

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会
　
計

会
　
計

会
　
計

監
　
事

監
　
事

幹
　
事

顧
　
問

輝
昭
　
一局
１８

浩
郷
　
一局
６

康
裕
　
一向
Ю

直
子
　
一局
１２

秀
夫
　
一向
１３

勝
次
　
一向
１４

左
近
　
一向
１６

忠
雄
　
一向
略

税
　
　
一向
２。

立早
　
　
一局
２５

二
郎
　
一局
２７

保
之
　
一向
２７

雄

一
（教
頭
）

千
加
（教
頭
）

幸
之
（教
頭
）

保
雄
　
一向
１８

芳
男
　
一高
１８

白
本

茂
木

斉
藤

柿
木

高
橋

須
田

長
沼

駒
沢

永
井

韮
塚

奥相
模

志
塚

川
上

相
川
　

一
浦
　
一向
２７

新
井
　
次
郎
　
一向
２５

黒
澤
　
敬
子
　
一向
３‐

平
沢
　
正
利

（事
務
部
長
）
高
２８

埴
岡
　
正
人
　
一局
２７

（校
長
）

（評
議
員
〕

議
　
長
　
一戸
谷
　
全
克
　
一向
１

評
議
員
　
竹
並
栄

一
郎
　
併
２

評
議
員
　
塚
越
　
一需
衛
　
一向
２

評
議
員
　
内
野
ヨ
ン
エ
　
女
崎

評
議
員
　
茂
木
　
延
雄
　
一局
３

評
議
員
　
江
原
　
清
吉
　
一尚
４
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新
た
な
ス
タ
ー
ト

昨
年
度
か
ら
進
学
重
視
型
単

位
制
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
本
校
で
す
が
、
３
年

■

≡

≡

≡

≡

≡

第

６
次

東

北

復

興
ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア

７
月
１９
日

・
２０
日
、　

一
泊
二

日
の
日
程
で
宮
城
県
亘
理
郡
山

元
町

へ
、

第
６
次
東
北
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

っ
て
き
ま
し

た
。

参
加
し
た
生
徒
は
４６
人
で

す
。現

地
で
は
、

本
庄
高
校
Ｏ
Ｂ

の
坂
本
さ
ん
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

『未
来

に
向
か
っ
て
助
け
合
い
』
の
福

井
さ
ん
た
ち
が
私
た
ち

一
行
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
し
か
残

っ

て
い
な
い
坂
元
駅
跡
や
中
浜
小

学
校
校
合
の
見
学
。

仮
設
住
宅

に
も
訪
問
し
、

今
も
仮
設
に

一

人
残
さ
れ
て
い
る
高
齢
の
皆
さ

ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

前
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
棟

の
新
築
、

校
合
の
改
修
工
事
等
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
夏
よ
う
や

く
工
事
も
終
わ
り
、

こ
れ
か
ら

少
し
は
、

落
ち
着
い
た
環
境
で

教
育
活
動
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

９。
周
年
記
念
事
業
で
計
画
し

て
い
た
だ
い
た

「
セ
ミ
ナ
ー
棟

二
階

へ
の
空
調
設
備
設
置
」
も

県
に
よ
る
新
築
工
事
の
中
で
や

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

学
校
で

は
、

全
日
制
食
堂
、

定
時
制
食

堂

へ
の
空
調
設
備
設
置
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

書

観

津

真

章

競

ま
だ
多
く
の
方
が
仮
設
住
宅

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

高
齢

の
方
が
多
く
、

床
が
低
い
ゆ
と
り
の
な
い
住
ま

い
で
は
大
変
そ
う
で
し
た
。　

一

人
に
な
る
と
、

当
時
の
こ
と
が

頭
の
中
に
よ
み
が
え
り

「あ
の

時
も
し
こ
う
し
て
い
た
ら
…
」

と
い
う
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る

と
い
う
お
話
し
に
は
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

全
日
制
食
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
５
月
の
連
体
に
工
事
を
行

い
、

こ
の
夏
は
快
適
な
昼
休
み

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

定
時
制
食
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、

食
堂
が
あ
る
管
理
棟
の
改
修
工

事
が
こ
の
夏
に
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、

来
年
の
夏
に
は
利
用
で

き
る
よ
う
に
工
事
を
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
６
月
に
行
わ
れ
た
総

会
の
席
上
、

二
つ
の
食
堂
の
空

調
設
備
設
置
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
残

金
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

翌
日
は
、

牛
橋
区
民
会
館
か

ら
歩
い
て
行
け
る
桑
畑
で
除
草

作
業
を
し
ま
し
た
。

帰
路
の
バ
ス
の
中
で
は
、

全

員
が
今
回
の
活
動
の
感
想
を
発

表
し
合
い
ま
し
た
。

東
北
復
興

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
３
年
間
の

計
画
で
今
年
が
最
後
の
年
で
す

が
、

多
く
の
生
徒
か
ら
継
続
し

た
い
と
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

水
泳
部
関
東
大
会
出
場

６
月
２８
日
、

川
田
市
で
行
わ

れ
た
埼
玉
県
高
等
学
校
学
校
総

合
体
育
大
会
競
泳
の
部
で
、

本

校
水
泳
部
大
村
祥
平
君
が
男
子

二
百
ｍ
自
由
形
で
見
事
関
東
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

決
勝
に
進
出
し
た
大
村
君

は
、

予
選
を
上
回
る
自
己
ベ
ス

ト
タ
イ
ム
を
更
新
、
１
分
５９
秒

‐８
の
タ
イ
ム
で
８
位
に
入
賞

し
、

関
東
大
会

へ
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。
９
位
の
選
手
と

の
差
は
、

わ
ず
か
百
分
の
一
秒

と
の
こ
と
で
、

勝
負
強
さ
を
発

残
金
を
利
用
し
て
セ
ミ
ナ
ー
棟

前
に
本
校
の
校
歌
碑
を
設
置
し

た
い
と
の
提
案
を
ご
了
解
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
末

ま
で
に
は
、

新
し
い
校
歌
碑
が

設
置
で
き
ま
す
よ
う
準
備
を
進

め
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

当
事
業
に
は
、

多
く
の
会
員

の
方
か
ら
多
大
な
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、

こ
の
場
を
お
借
り

し
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
棟

一
階
に
は
、

開

放
感
あ
ふ
れ
る
新
図
書
館
が
開

館
し
ま
し
た
。

年
間
３６
回
に
も

揮
し
た
レ
ー
ス
展
開
で
し
た
。

７
月
２４
日
、

千
葉
県
国
際
総

合
水
泳
場
で
行
わ
れ
た
第
６５
回

関
東
高
等
学
校
選
手
権
で
は
、

男
子
二
百

ｍ
自
由
形
予
選
第
４

組
に
出
場
し
、
８
位
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

勉
強
と
部
活
の
両

立
、

そ
し
て
生
徒
会
長
と
い
う

重
責
を
背
負

っ
た
中
で
、

毎
日

練
習
を
積
み
重
ね
た
大
村
君
で

す
。

大
会
で
は
、

そ
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
進
ク
ラ
ス
学
習
合
宿

８
月
２６
日
～
２８
日
の
二
泊
三

日
で
、　

下

二
年
の
特
進
ク
ラ

ス
合
同
の
学
習
合
宿
を
実
施
し

ま
し
た
。

場
所
は
茨
城
県
の
筑

波
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。

初
日
は
大
学
見
学
で
、　

一
年

生
は
筑
波
大
学

へ
、

二
年
生
は

（筑
波
大
学
は
昨
年
見
学
済
み
）

茨
城
県
立
医
療
大
学
と
茨
城
大

学
農
学
部

へ
行
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
昼
間
は
筑
波
大
学

生
命
環
境
系
准
教
授
の
原
田
充

先
生
の
「地
球
温
暖
化
最
前
線
”

及
ぶ
土
曜
日
に
は
、

地
域
開
放

も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

古
を
偲

ぶ
も
の

（旧
正
門
、

プ
ー
ル
等
）

も
だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ

で
も
、

本
校

へ
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、

当
時
の
思
い
出
に
浸

り
な
が
ら
、

図
書
館
で
の
ん
び

り
時
間
を
過
ご
す
の
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、

本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
果
て
の
地
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

究
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
」
と
い

う
演
題
の
講
演
を
聴
き
、

研
究

の
最
先
端
に
触
れ
ま
し
た
。

こ

の
日
は
、

学
習
法
講
座
・補
習
・

自
習
と
、

丸

一
日
机
に
向
か
い

ま
し
た
。

そ
し
て
夜
は

一
年
生

と
二
年
生
で
小
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と

は
も
①
ｑ

（同
僚
、

対
等
な
人
）

が
互

い
に
腎
℃
℃
留
〔
（支
援
、

支
え
る
こ
と
）
を
す
る
こ
と
で
、

今
回
は
、

二
年
生
が

一
年
生
の

相
談
に
乗

っ
た
り
、

学
習
面
に

つ
い
て
教
え
た
リ
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
す
る
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

最
終
日
の
三
日
目
は
、

午
前

中
は
補
習

・
自
習
で
、

午
後
に

宿
舎
を
発
ち
、

独
立
行
政
法
人

宇

宙

航

空

研

究

開

発

機

構

告
＞
Ｘ
＞
（ジ

ャ
ク
サ
）
の
筑
波

宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、

生
徒
達
は
と
て
も
よ
く
取
り
組

み
、

多
く
の
生
徒
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
な
ど
の
成
果
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

霊
観
鑑
禅
車

定
時
制
課
程
に
は
、

現
在
９５

名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

卒
業
に
向
け
て
日
々
の
授
業
に

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
か
ら
、

本
校
は
本

庄

・
深
谷
地
域
に
お
け
る
唯

一

の
夜
間
定
時
制
課
程
を
設
置
す

る
高
校
と
な
り
、

地
域
の
エ
ー

ズ
や
期
待
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

本
校
定
時
制
で
は
、

国
語
、

数
学
、

英
語
、

体
育
で
の
少
人

数
授
業
の
実
施
や
、

卒
業
後
の

就
職
を
見
据
え
た
資
格
取
得

・

検
定
合
格
に
向
け
た
指
導
な

ど
、

生
徒

一
人

一
人
を
大
切
に

す
る
手
厚
い
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

定
時
制
な
ら
で

は
の
家
庭
的
な
温
か
い
雰
囲
気

の
中
、

学
び
の
楽
し
さ
を
再
認

識
す
る
生
徒
も
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、十

代
の
み
な
ら
ず
、様

々

な
年
齢
層
と
の
交
流
を
通
し
て

人
間
性
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
も
本
校
定
時
制
の
醍
醐
味

で
す
。

先
日
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、

約
８
割
の
生
徒
が

「定

時
制
の
学
校
生
活
は
楽
し
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

本
庄

高
校
定
時
制
は
、

生
徒
た
ち
に

と
っ
て

「生
き
生
き
と
楽
し
く

学
ぶ
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長

埴

岡
（一口同
一

正

人

一十
七
回
卒
）

て
チ
ヤ
レ
ン
ジ
‥
」
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進
路
室
の
心
配
あ
る
事
情

入
学
試
験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

Ａ
Ｏ
入
試
、

指
定
校
推
薦
、

公
募
推
薦
、　

一
般
入
試
な
ど
、

入

学
試
験
の
形
態
も
年
々
変
化
し
て

い
ま
す
。

新
教
育
課
程
と
な
り
、

セ
ン
タ
ー
試
験
も
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

入
試
が
早
期
化
し
て
い

る
の
で
、
ど
う
し
て
も
生
徒
た
ち

は

「早
く
進
路
を
決
め
た
い
」
と

い
う

一
心
で
、

な
か
な
か
セ
ン
タ

ー
試
験
か
ら

一
般
受
験

へ
の
道
を

選
択
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

確
か

に
、

入
試
が
多
様
化
し
て
い
る
の

で
、

第

一
希
望
に
向
け
て
何
度
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
は
好

ま
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

安
易
に
第

一
希
望
を
目
標
と
せ
ず
、

「自
分
自
身
を
納
得
さ
せ
」
進
路
を

決
め
て
し
ま
う
、

最
近
の
傾
向
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

昼
休
み
や
放
課
後
に
生
徒
た
ち

が
進
路
指
導
室
に
顔
を
見
せ
る
よ

(3)平 成 26年 10月 31日

身
の
上
に
心
配
あ
る
参
上

私
の
父
は
中
学
卒
業
後
、

高
校

へ
は
進
学
せ
ず
就
職
し
ま
し
た
。

母
は
、

高
校
を
卒
業
後
、

服
飾

の

専
門
学
校

へ
行
き
な
が
ら
家
事
を

手
伝

い
、

弟
妹
の
世
話
を
し
て
い

ま
し
た
。

父
と
母
は
、

土日
か
ら

「と

に
か
く
勉
強
し
て
、

私
た
ち
の
よ

う
な
生
活
だ
け
は
し
な

い
よ
う

に
」
と
い
う
の
が
口
癖
で
―
ャた

川
口
に
あ
る
小
さ
な
町
Ｌ
場
で

進
！路
捻
一！導
奏
孫
告
，

う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

三
年
生

が
中
心
で
す
が
、

な
か
に
は
二
年

生
や

一
年
生
も
姿
を
現
し
ま
す
。

三
年
生
の
主
な
訴
え
は
、

自
分
自

身
の
進
路
に
つ
い
て
で
す
。

慨
ね
、

「
大
学
進
学
を
目
指
し
て
い
る
が
、

指
定
校
は
あ
る
か
」
、
「推
薦
入
試

や

一
般

入
試

で
合
格

で
き

る

の

か
」
、
「○
○
大
学
に
行
き
た
い
と

思

っ
て
い
る
が
、

親
に
反
対
さ
れ

て
い
る
」
、
「専
門
学
校
に
行
き
た

い
の
に
、

親
が
大
学
に
い
け
と
う

る
さ
い
」
な
ど
で
す
。

昨
今
、

大

学
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、

大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

大
学
数

は
全
国
で
７８２
校
、

短
大
は
３５９
校
に

達
し
、

設
置
学
部
数
は
５３０
学
部
に

達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

学
科

も
細
分
化
さ
れ
、

学
問
の
専
門
性

が
今
ま
で
以
上
に
追
求
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

文

部
科
学
省
が
、

厚
生
労
働
省
管
轄

で
あ
る
専
門
学
校
を
い
わ
ゆ
る
「職

業
実
践
専
門
課
程
認
定
校
」
と
し

働

い
て
い
た
父
は
日
給
月
給

で
、

私
た
ち
家
族
を
養

っ
て
く
れ
ま
し

た
。

本
当
に
貧
乏
で
し
た
。

父
は
、

‐６
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
、

小
さ
な
ネ

ジ
を

一
日
に
数
万
個
生
産
す
る
従

業
員
２
人
の
本
当
に
小
さ
な
町
工

場
で
コ
ツ
コ
ツ
と
働
き
、

い
つ
も
、

油
ま
み
れ
で
、

体
か
ら
は
油
と
た

ば
こ
の
匂

い
し
か
せ
ず
、

そ
ん
な

父
を
私
は
今
で
も
尊
敬
し
て
い
ま

す
母
親
は
、

家
事

に
い
そ
し
み
、 登

播
畳
章
！
新
島

！
宰
転

て
認
め

つ
つ
あ
り
、

専
門
学
校

の

位
置
づ
け
も
高
く
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。

進
路
の
決
め
方

進
路
は
、

ま
ず

「就
職
」、
「進
学
」

の
二
通
り
あ
り
ま
す
。
「就
職
」
は
、

「民
間
就
職
」
か

「公
務
員
」
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
「進
学
」
は
、
「大

学

・
短
大

・
専
門
学
校
」
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
進
路
選
択
を
し
て
い
て
も
、

い

ず
れ
就
職
し
ま
す
。

今
、

企
業
や

会
社
等
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と

「教
養
」、
「英
語
力
」
そ
し
て
、
「資

格
」
で
す
。

進
学
を
考
え
る
と
き
、

生
徒
自
身
が
希
望
し
て
い
る
大
学
・

短
大

・
専
門
学
校
の
、

職
業
や
資

格
な
ど
の
内
定
率
や
合
格
率
を
必

ず
調
べ
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
に
参
加
し
、

自
分
自
身
で
情

報
を
収
集
す
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、

平
成

時

々
、

父
親

の
仕
事
を
手
伝

い
、

家
計
を
切
り
詰
め
な
が
ら
、

教
育

費
を
捻
出
し
、

本
や
文
房
具
だ
け

は
買

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な

母
を
私
は
今
で
も
尊
敬
し
て
い
ま

す
。

だ
か
ら
、

父
の
よ
う
に
、

油

に
ま
み
れ
た
地
味
な
仕
事
は
し
た

く
な

い
と
心
に
決
め
、

と
に
か
く

勉
強
を
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
勉
強
が
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
学
時
代
か

ら
、

い
わ
め
る
受
験
勉
強
を
し
ま

２６
年
３
月
に
大
学
を
卒
業
し
た
学

生
の
就
職
状
況
な
ど
を
文
部
科
学

省
と
共
同
で
調
査
し
、

平
成
２６
年

４
月
１
日
現
在
の
状
況
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
。

調
査
対
象
は
、

全

国
の
大
学
、

短
期
大
学
、

高
等
専

門
学
校
、

専
修
学
校

の
中
か
ら
、

設
置
者
や
地
域
な
ど
を
考
慮
し
て

抽
出
し
た
‐１２
校
、
６
２
５
０
人

（調

査
校
１１２
校
の
内
訳
は
、

国
立
大
学

２‐
校
、

公
立
大
学
３
校
、

私
立
大

学
３８
校
、

短
期
大
学
２０
校
、

高
等

専
門
学
校
１０
校
、

専
修
学
校
２０
校
。

調
査
対
象
人
員
６
２
５
０
人
の
内

訳
は
、

大
学
、

短
期
大
学
、

高
等

専
門
学
校
併
せ
て
５
６
９
０
人
、

専
修
学
校
５６０
人
）
で
す
。

大
学
等

の
就
職
率
は
、

大
学

（学
部
）
は

９４
・４
％

（前
年
同
期
比
０
・
５

ポ
イ
ン

ト
増
）、短
期
大
学
は
９４
・２
％

（同

０
・
…

ポ
イ
ン
ト
減
）、
大
学
等

（大
学
、

短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
）
全

体
で
は
９４
・７
％

（同
Ｍ
ポ
イ
ン
ト

増
）、
ま
た
専
修
学
校
を
含
め
る
と

９４

・
５
％

（同
０
・
２

ポ
イ
ン
ト
増
）。

大
学
卒
業
者
全
体
に
占
め
る
就
職

者
の
割
合

「６７

・
５
％
」
（前
年
同

時
期
の
値
は

「
６６

・
０
％
じ
ｏ

＼

し
た
ｃ

中
学

一
年
生
で
塾
に
通
わ

さ
れ
ま
し
た
が
、

塾

の
先
生
に
理

不
尽
な
こ
と
で
注
意
さ
れ

一
週
間

で
や
め
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、

塾

に
は
行
か
な
い
し
、

自
分

の
子
ど

も
た
ち
に
も
塾
は
勧
め
て
い
ま
せ

ん
。

中
学
三
年
生
だ
っ
た
と
き
は
、

「
君
は
、

第

一
希
望

に
合
格
し
な

い
よ
３

辞
め
た
方
が
良
い
よ
。

」
と

担
任
に
言
わ
れ
、

成
績
が
思
う
よ

う
に
伸
び
ず
、

志
望
校
を
下
げ
よ

う
か
と
悩
ん
だ
中
学
三
年
。

し
か

過去 5年 間の進路推移

平成22年度入試 平成23年度入試 平成24年度入試 平成25年度入試 平成26年度入試

現 役 浪 人 現 役 浪人 現 役 浪人 現役 浪人 現 役 浪人

国公立4年 制大学 8 3 3 9 5 3 5

私立4年 制大学 189 163 196 175 183

私立短期大学 17 2 2 l 0

専修 ・専門学校 2 1 l

公務員 ・就職 4 ] 0 9 6 l 1 1 0

卒業者数
(浪人は決定者)

325 320 3 2 325 323 317

4年制大学進学者 197 178 205

4年制大学進学率 60.6% 55.6% 63.1% 59.1% 60.3%

浪人他 2 5

浪人率 13.5% 11.3% 9.2% 7.7% 10,1%

し
、

そ
の
担
任
を
あ
ま
り
好
き
で

な
か
っ
た
の
で
、

悔
し
く
て
、

下

げ
ず
に
全
力
で
高
校
受
験
に
と
り

く
み
ま
し
た
。

無
事
に
第

一
希
望

す
る
高
校
に
入
学
し
、

ほ
っ
と

一

安
心
を
し
て
し
ま
い
、

高
校

一
年

一
学
期
は
赤
点
の
嵐
。

で
も
、

無

事
に
進
級
し
な
が
ら
、

高
校
四
年

生

（浪
人
）
の
こ
ろ
、

大
学
受
験

に
全
力
を
つ
く
し
ま
し
た
。

長
い

人
生
の
中
で
、

時
に
は
、

勉
強
だ

け
の

一
年
間
も
、

今
振
り
返
る
と

い
い
も
の
で
す
。

生
徒
達
に
と

っ
て
、

今
こ
そ
、

部
活
動
や
勉
強
に
時
間
を
か
け
ら

れ
る

「時
」
で
す
。

本
校
生
に
欠

け
て
い
る
の
は
、

ガ

ッ
ツ
で
す
。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

怒
り
を
力
に

変
え
て
頑
張

っ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。

自
分
自
身
の
力
を
信
じ
な
が

ら
、

決
し
て
通
信

せ
ず
、

し
た

た
か
に
、

の
ん
び
り
頑
張
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
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小
説

「破
璃
の
橋
」
を
書
い
て

関

回

　

一房
枝

（一晃

１４
回
む

前
作
は
作
者
の
生
ま
れ
育
っ

た
伊
勢
崎
市
境
島
村

（世
界
遺

産

。
田
島
弥
平
旧
宅
の
あ
る
旧

島
村
）
の
人
々
が
、

幕
末
の
横

浜
開
港
を
機
に
蚕
卵
紙
（蚕
種
）

の
輸
出
に
乗
り
出
し
た
、

当
時

の
興
亡
を
描
い
た
も
の
で
す
。

生
糸
や
蚕
種
は
輸
出
品
の
花

形
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
の
で

す
が
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
国

内
で
は
生
糸
不
足
が
深
刻
に
な

り
、伝

統
あ
る
絹
織
物
の
産
地
、

桐
生
は
苦
境
に
陥
り
ま
し
た
。

協
力
を
惜
し
ま
な
い
、
と
い
う

基
本
理
念
を
卒
業
さ
れ
た
方
々

に
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

同
窓
会
の

将
来
に
つ
い
て

設

蚕長

長

沼

　

主早

（高
２５
回
卒
）

同
窓
会
は
現
在
、

狩
野
新
会

長
で
ス
タ
ー
ト
し
、　

一
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
役
員
で
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
長
は
、

企
業
家

で
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
人
並
み

外
れ
た
行
動
力
を
兼
ね
備
え
て

お
り
、

同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
に
、

私
は
熱
意
を
感

じ
て
い
ま
す
。

新
体
制
で
は
、

支
部
長
会
を

地
域
ご
と
に
加
え
、

年
代
ご
と

に
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

確
か
に
年
代
ご

と
の
ほ
う
が
、

各
年
度
の
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

世
界
遺
産
へ
、

今
こ
そ
読
ん
で
ほ
し
い

は
　

り

横
浜
開
港
が
も
た
ら
し
た
光

と
影
。

次
は
未
曽
有
の
苦
難
に

立
ち
向
か
っ
た
、

桐
生
の
人
々

を
書
き
た
い
。
「披
璃
の
橋
」
は
、

そ
ん
な
作
者
の
思
い
を
こ
め
た

作
品
で
す
。

ぜ
ひ
お
読
み
に
な

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私

（筆
名

・
関
口
夫
沙
恵
）

は
今
年
の
５
月
、

光
文
社
か
ら

長
編
時
代
小
説

「披
璃
の
橋
」

を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

二
〇
〇
三
年
に
出

版
し
た

「修
羅
の
川
」
の
姉
妹

編
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
す
。

横
の
連
絡
体
制
が
充
実
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、

総
会
、

支
部
長
会
を
よ
り
に
ぎ
や
か
な

も
の
と
し
活
気
あ
る
同
窓
会
と

し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、

学
校
に
お
い
て
も
進

学
重
視
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、

そ

し
て
文
武
両
道
と
い
う

コ
ン
セ

プ
ト
を
も

っ
て
躍
進
し
て
お

り
、

同
窓
生
に
と
っ
て
も
鼻
が

高
い
と
言
え
ま
す
。

校
長
は
じ

め
先
生
方
、

事
務
方
の
ご
尽
力

に
よ
る
も
の
と
感
謝
す
る
次
第

で
す
。

同
窓
生
に
と
っ
て
は
本
庄
高

校
卒
業
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
る

よ
う
な
母
校
で
常
に
あ

っ
て
ほ

し
い
わ
け
で
、

胸
を
張

っ
て
本

庄
高
校
卒
と
言
え
る
母
校
で
あ

っ
て
ほ
し
い
わ
け
で
す
か
ら
母

校
発
展
の
た
め
同
窓
会
も
ま
た

串
中
”

蚊
ン

中

瓶
生
を
舞
る
た
、

強
観
な
そ
し
て

艶
や
か
な
組
系
の

よ
う
た
生
キ
え

女
の
物
語
　
！

１

新
津
≡
よ
み

全
国
書
店
で
好
評
発
売
中

（光
文
社
刊
）

終
身
会
費
納
入
者
芳
名

【高
――
】
五
十
嵐
勝
美
、

小
暮
　
和
子

【高
１２
】
今
井
　
司
女
、

吉
田
　
正
保

茂
木
　
国
夫
、

関
口
　
敦
子

渡
辺
三
枝
子
、

【高
１３
Ｉ
狭
原
啓
治
、

栗
原
健
昇

川
上
　
恭
子

【高
１４
】
倉
本
　
勝
重
、

真
尾
　
秀
秋

青
木
八
重
子
、

侭
田
　
昭
持

【高
１５
】
高
橋
　
室
生
、

武
藤
瑠
璃
子

田
中
　
光
行
、

上
原
　
絹
代

【高
１６
】
黒
沢
千
代
子
、

都
丸
二
重
子

山
本
　
裕
子

【高
１７
】
小
林
　
洋
子
、

麻
田
　
春
江

鈴
木
　
英
子
、

山
地
　
一麗
子

【高
１８
】
須
永
　
順
、

内
田
　
虜
治

【高
１９
】
和
国
　
昭
子
、

荻
野
多
美
江

辻
村
　
好

一
、

伊
庭
美
恵
子

松
波
美
栄
子

【高
２０
】
古
澤
　
一向
昭

【高
３６
】
泉
谷
　
一
人

【高
５２
】
久
保
有
紀
子

【高
５５
】
栗
原
　
一見
平

【高
６４
】
持
田
侑
圭
莉

【高
６５
】
樋
回
　
祥
汰
、

三
浦
　
武
志

飯
島
　
規
道
、

江
原
　
沙
樹

鈴
木
　
颯
、

松
野
　
智

和
田
山
佳
苗
、

榎
　
さ
や
み

【高
６６
】
丸
山
翔
太
郎
、

佐
藤
菜
々
実

江
見
　
日日
春
、

岡
田
　
恵
利

武
田
　
美
咲
、

根
本
　
海
生

林
　
香
織
、

森
本
　
優
衣

柿
沼
　
堂員
央
、

中
嶋
か
す
み

植
木
　
晴
久
、

手
計
　
彩
瑛

前
場
　
真
衣
、

黒
田
　
悠
人

吉
田
　
沙
羅
、

江
利
川
み
ど
り

粂
原
　
土室
貝
、

町
田
　
晴
香

澤
田
　
航
平
、

持
村
　
浩
嗣

市
原
慎
之
佑
、

横
山
　
由
莉

柳
川
寿
希
也
、

森
　
亜
希
子

塩
谷
　
佑
介
、

渋
沢
　
冴
香

森
田
　
康
介
、

黒
沢
　
郁
美

村
田
　
　
薫
、

新
井
　
花
衣

坂
本
　
由
莉
、

成
塚
　
万
貴

久
保
カ
レ
ン
、

山
田
　
陽
色

田
島
　
啓
子
、

原
澤
あ
か
ね

加
島
　
敏

大
和
　
安
雄

温
井
和
久
里

金
井
十
四
子

高
橋
三
四
子
、

吉
田
　
文
子

古
市
ミ
ト
リ

町
田
ま
つ
子

浅
尾
　
武
司

松
本
　
博

工
藤
　
征

一

定 定 定 女 女 女 女 女 中 中
6560112220161511 1613

平成 25年 度収支決算書
自平成25年4月1日 至 平成26年3月3 1日

収入の部 (単位 :円 )

支出の部 (単位 :円 )

12,367,656-1,738,217=629,439円 (翌年度繰越 し)
II定期預金 22,398,739円
IEl郵便局振替口座 127,710円

Ⅳ 同窓会会計総額 (平成26年3月31日現在)

I tt II tt III=23,155,888円

※平成26年3月31日現在 終 身会費納入者 5,913名

■本部役員|‐1支十部長会合同新年会■■
平成27年 1月 17自 (土)午 後3‐時|

会場 :五州園
平成‐27年 度通常総会

著i     S吉    :
(hitpソ/市市市th6占kbidosbktti!io/)

科   目 予算額 決算額 比較増減額

入  会  金 672,000 668,00C △ 4,000

終 身 会 費 800,000 1,210,00C 410,000

年  会  費 20,000 2,00C △ 18,000

寄  付  金 10,000 32,172 22,172

繰  入  金 100,000 0 △ 100,000

雑  収  入 2,592 △ 2,516

繰  越  金 455,408 455,408

合 計 2,060,000 2,367,656 307,656

科   目 予算額 決算額 残 額

総  会  費 100,000 33,725 66,275

組織 編 成 費 50,000 16,000 34,000

会報 発行 費 1,350,000 1,219,048 130,952

記 念 品 費 303.000 294,320 8,680

母 校 助 成 金 50,000 50,000

会  議  費 20,000 15,464 4,536

交  際  費 40,000 10,000

事 務 雑 費 30,000 19,660 10,340

育 英 資 金 50,000 50,000

予  備  費 57,000 0 57,000

合  計 2,060,000 1,738,217 321,783


